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　年長・年中組さんを対象に命の会が開催されました。

　給食の魚を配達してくれている魚屋さんに園児の目の前で魚を捌いて

　もらい、普段何気なく食べている食べ物は生きていて命があった事

　食べるという事は生き物の命をいただく事をお話しました。

　生き物への感謝の気持ちを忘れず、好き嫌いせずに何でも食べる事の　　

　大切さを伝えました。

　子ども達は大きな鯛に興味津々です。 　　　生きていた鯛を捌いています。

　　　食べる為に3枚におろされ、切り身になります。

　　魚の骨をさわらせてもらいました。 　　捌いた鯛は給食室で「鯛のフライ」になりました。

　　 　　お魚に感謝しながら「いただきます」

★ 命の会を開催 ★


